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『
稲
』
　
令
和
四
年
十
一
月
号

大
山
知
佳
歩

◆
主
宰
＝
山
凹
真
砂
年
　
（
稲
俳
句
会
）

◆
令
和
二
年
九
月
、
山
田
真
砂
年
が
神
奈
川
県
逗
子
市
で
創
刊
。
師
系

鍵
和
田
柚
子
。
心
の
ゆ
ら
ぎ
で
あ
る
詩
を
実
感
あ
る
言
葉
で
詠
む
。

隔
月
刊
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
角
川
俳
句
年
鑑
よ
り
）

◆
全
国
的
な
俳
句
結
社
で
あ
っ
た
　
「
未
来
図
」
　
主
宰
・
鍵
和
田
柚
子
氏

が
令
和
二
年
六
月
に
亡
く
な
り
、
三
十
五
年
以
上
に
わ
た
り
発
行
さ

れ
て
い
た
俳
句
雑
誌
　
『
未
来
図
』
　
が
終
刊
し
た
。
稲
俳
句
会
は
、
そ

の
後
に
生
ま
れ
た
俳
句
結
社
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。

◆
山
田
真
砂
年
主
宰
は
『
稲
』
　
の
表
紙
裏
に
巻
頭
一
一
J
と
し
て
以
下
の
詩

を
載
せ
て
い
る
。

俳
句
は
詩
で
す

詩
は
心
の
ゆ
ら
ぎ
　
き
ら
め
き
で
す

大
き
な
ゆ
ら
ぎ
　
小
さ
な
ゆ
ら
ぎ

さ
ま
ざ
ま
な
心
の
ゆ
ら
ぎ
を
十
七
音
で

表
現
し
た
も
の
が
俳
句
で
す

今
の
己
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
言
葉
で

表
現
し
ま
し
ょ
う

◆
主
宰
句
　
「
蝉
の
我
慢
」
　
よ
り
七
句

片
蔭
は
蕎
麦
屋
へ
続
く
小
諸
か
な

遊
船
や
穴
に
入
る
ご
と
橋
く
ぐ
る

航
跡
と
同
じ
色
し
て
夏
の
雲

眼
前
に
畔
の
我
慢
や
鳴
き
止
ま
ず

凌
胃
の
盛
り
は
家
を
冥
く
し
て

研
せ
し
花
火
の
中
に
四
面
楚
歌

蛙
粘
鳴
く
や
祈
り
は
土
偶
の
形
を
し
て

◆
牧
園
賢
氏
に
よ
る
「
鍵
和
田
柚
子
一
旬
鑑
賞
」
、
中
村
か
り
ん
氏
に
よ

る
「
主
宰
の
一
句
鑑
賞
」
の
ほ
か
、
滝
代
文
平
氏
の
「
宿
の
膳
」
卜
六

句
と
同
氏
に
よ
る
「
現
代
俳
句
鑑
賞
」
を
掲
載
。
エ
ッ
セ
イ
、
吟
行
記

も
収
録
。
各
句
会
や
有
志
の
吟
行
記
は
読
ん
で
い
て
楽
し
く
、
吟
行

地
を
知
る
L
で
大
変
参
考
に
な
る
。
横
田
良
枝
氏
に
よ
る
連
載
記
事

「
評
論
　
三
橋
魔
女
の
世
界
」
は
綿
密
な
句
誌
調
査
に
基
づ
き
、
鷹
女

の
全
作
品
を
記
録
す
る
と
い
う
貫
重
な
研
究
論
文
と
な
っ
て
い
る
。

◆
課
題
句
　
「
時
雨
忌
」
　
は
、
国
益
悦
子
氏
の
選
に
よ
る
全
二
十
四
句
の

選
評
を
掲
載
。

秀
逸
句
の
う
ち
川
句
を
紹
介
す
る
。

時
雨
忌
や
港
離
る
る
舟
二
被

時
雨
忌
や
男
の
通
す
針
の
糸

時
雨
忌
や
風
に
急
か
さ
る
田
ん
ぼ
道

時
雨
忌
や
烏
海
山
の
深
さ
霧

◆
主
宰
選
　
「
今
月
の
推
薦
句
」
　
十
九
句
の
う
ち
、

後
ろ
み
な
が
ら
子
供
神
輿
を
押
し
返
し

手
長
蝦
は
さ
み
を
垂
れ
て
捕
ら
は
る
る

戸
締
り
の
呪
文
つ
ぶ
や
く
H
の
盛
り

秋
麗
や
一
重
ま
ぶ
た
の
仏
た
ち

わ
か
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
わ
か
る
沙
羅
の
花

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
中
を
透
か
す
夏
木
立

戸
の
乱
み
遠
笛
に
似
て
秋
立
ち
ぬ

池
や
煮
え
た
か
午
蛙
吼
え
て
を
り

『
稲
』
　
の
表
紙
は
豊
か
に
実
っ
た
稲
穂
の
色

永
井
　
三
枝

滝
代
　
文
平

林
　
息
美
子

瀧

本

　

　

所

八
句
を
紹
介
。

上
E
　
信
隆

大
坪
　
正
美

牧

園

　

　

賀

中
村
か
り
ん

飛
田
中
馬
々

相
馬
ゆ
う
子

池
凹
角
之
助

戸
上
　
晶
子

色
で
あ
る
。
稲
の
花

が
稲
穂
と
な
り
、
瑞
穂
と
な
っ
て
、
や
が
て
垂
穂
と
な
る
よ
う
に
、
『
稲
』

の
前
途
に
は
豊
穣
の
末
米
が
待
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

未
来
図
は
直
線
多
し
早
稲
の
花

鍵
和
田
柚
子


